
都市計画の案の理由書  

 

１   種類 ・ 名称  

  東京 都 市計 画用 途地 域 （足 立区 分）  

 （ 千住 旭 町地 区地 区計 画 関連 ）  

 

２   理  由  

本 地区 は 、 北 千 住 駅東 口 に 近 接 し 足立 区 の 顔 で あ る千 住 地域

の 一翼 を 担 う地 区 であ る 。 一方 で 、駅 至 近 に か か わら ず 、 オー

プ ンス ペ ー スの 不 足に よ る 交通 錯 そう や 、 狭小 敷 地や 無 接 道敷

地 が多 い こ とな ど によ り 老 朽木 造 建築 物 の 更新 が 進ま ず 、 防災

上の 課題 を 抱え てい る。  

足 立区 都 市 計 画 マ スタ ー プ ラ ン （ 平成 ２ ９ 年 １ ０ 月改 定 ）で

本 地区 は 、 足立 区 の広 域 拠 点に 位 置 付 け ら れ、 土 地の 高 度 利用

や 都市 機 能 の更 新 ・集 約 に より 、 高度 な 都 市機 能 の導 入 、 快適

な 居住 環 境 整備 及 び歩 行 者 の回 遊 性を 考 慮 した ま ちづ く り を進

め ると と も に、 駅 東西 の 歩 行者 ネ ット ワ ー クの 強 化や 駅 周 辺に

お ける ユ ニ バー サ ルデ ザ イ ンの 導 入と バ リ アフ リ ー化 を 図 るこ

とと され て いる 。  

また 、千 住 旭町 地 区地 区ま ち づく り計 画（ 令 和７ 年 ３月 変更 ）

で は、 駅 前 にお い て高 度 利 用を 図 り、 駅 東 西の 回 遊性 を 高 める

と とも に 、 駅前 を 居心 地 が 良く 歩 きた く な るま ち の起 点 と する

こ とで 、 周 辺に ま ちづ く り 機運 を 波及 さ せ てい く こと と し てい

る。  

この よう な 状況 の中 、東口 駅前 に おい て地 域 の課 題を 解決 し、

魅 力的 な 駅 前拠 点 を実 現 す るた め 、バ リ ア フリ ー 動線 と な る駅

に 接続 す る デッ キ や駅 前 の 憩い と 交流 の 場 とな る 広場 等 の 整備

に 向け 、 市 街地 再 開発 事 業 によ る まち づ く りの 検 討が 行 わ れて

きた 。  

こ うし た こ と か ら 、駅 前 の 都 市 基 盤施 設 の 再 編 や 敷地 の 共同

化 ・高 度 利 用 及 び 防災 性 の 向上 を 図り 、 東 口駅 前 周辺 の 顔 とし

て ふさ わ し い に ぎ わい 拠 点 を形 成 し、 市 街 地再 開 発事 業 に よる

土 地利 用 転 換を 適 切に 誘 導 する た め、 千 住 旭町 地 区地 区 計 画を

変更 する こ とと なっ た。  

こ のよ う な 背 景 を 踏ま え 、 土 地 利 用上 の 観 点 か ら 検討 し た結

果 、約 ０ ． ４ヘ ク ター ル の 区域 に つい て 、 用途 地 域を 変 更 する

もの であ る 。  

 


